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大 規 曖 災 害 躙 饉

京婁用層緞 鱚 騰 、負傷者多数発生を予測し
て災害節練を実施しました。

みなさまご参加ください
こ  
参加費は無14です

第 5回  生活習慣病フォーラム

メタポリック症候群とは

同 時:平 成18年 10月 29自 〈日)午 前0時30分 ～12時

場 所I公 立山城病院 9障会麟菫

内 容:中 埜院長の機演
'メ
タポリツク症候群について」

体 験 「食事 運動J
測 定 r血圧 身長 体菫 体鮨防 内蔵1日肪 ウエストJ
【相 談 コーナー 】

置晨晨奎薔蒜
有■格者(■燎師)薬 剤師 栄養士
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最初はね、今までと同じだよ。
だけど、2回目からは予ll制だからとても
使和1になつたよ。

え`～ ?
どんなところ力1更,Hこなつたんだい?

受付機にカードを入れるだけで先生や
看護師に僕が来たことが分るんだよ。
それにね、診察が終わると薬がすぐもらえるんだよ。

すいぶん便利にな っ́たんだハ
て1, Tlつの日にll院に行(サ■いとビツ1るのかな,

大文夫、予約センターに直接電話をすれば予約変更
してくれるよ。医療相談窓口もあるしね。
サテライト受付で分からないことは相談もできるんだよ。
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委員長です

Aさん

Aさん

Qさん

-1
Aさん

Qさん

Aさん

0さん

L(直 通) 0774722314
受 付 時 間 :0:00～10:∞

地域連携室では病診連携を推進しております。
かかりつけ医のご紹介患者様は、来院前に
予約をお取りいたします。
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当 院 の 診 療 科 9月 1日副院長就任

肉科系診療割長
専Fl消 化器

地域包括医療と
内視鏡治療に
全力投球します

*内 科  ,外 科  *眼 科  *耳 鼻咽喉科

*消化器科 *整形外科 拿産婦人科 *小 児科

ネ循環器科  十泌尿器rlホ 放射線科 *麻 酔科

ネ神経内科  拿鵬神経外科

拿呼吸器科  *皮 膚科  ネリハビリテーシヨン科

泌尿器科部長      中洵  祐治

専Fl:尿管結石
尿路 性器癌

医療安全対策
に取り組んで
います。

外科系診療部長  中川 豊
亜 量 遠 罐 室 幕

専門:消化器

常に自己研鑽じ
専門性をたかめ
地域連携を
はかります。

増加する分娩
の手助けに
全エネルギー

を傾けてます。

産婦 人科診疸部長     澤田 菫成小児科部長        辻井

専門:未熟児 新生児
アレルギー疾患
に情熱を込めて
います。

肩の疾患を中心に

患者きまの信頼に
答えられる医療を
めざします。

専門:内分泌外科
乳腺 甲状腺

診断から治農まで
一貫して行います。

乳腺内分泌外科診療部長  中■ ―郎

=豆 知識=

ちょっと氣になる内蔵脂肪型IE満～メタボリックシンドローム～

内臓脂肪の蓄積により、高指血症や糖尿病、高血圧を合併
する症候群のことを

'メ
タボリックシンドロームJといいます。

一つひとつの症状が軽くても
'1巴
満J、「高指血症」、「高血圧」、「高血糖」

の危険因子を3つ以上合併した場合、心臓病の発症の危険性は385倍
と急激に高くなります。
あなたも「おなかが出てきた。」「 t‐ と血精値が高い」「「■1)と中性
脂肪が高い」とその時浪つとJを見逃すと大変なことになるかもしれません。
早期に予防と対策を実行しましよう。喫煙もメタボリックシンドロームを悪化させる原因となります。
あなたの健康ライフのために運動と禁煙を御勧めします。 (内 科:循環器医長 富安 貴―郎)

活習慣病の予防

患者指導にお役立てください″ ″ 練 /7の ″ 黛 ″

紹介検査を御受けしております。
当院の64夕1マルチスライスOTでは、各種動脈撮影や体内脂肪の計測などができます。

お申し込み お問い合わせは 地域連携室 ■t0774720235(代 )Fax 0774 72 0574



ご 狭 笏 η み な さ ま ヘ
只今 当院は来春「介護老人保健施設Jの開設にむけ工事中です。お車での来院は、出来るだけご遠慮ください。
駅前開発とかさなり 大変ご迷惑をおかけ致しておりますが、御理解とご協力をお願いいたします。

平日(月～金)14:00～ 19:00
土日・祝祭日  10:00～ 19:00

※  新生児のご面会は1日2回です。

15:00～ 16:00

18:00～ 19:00

l..…輌含甲罰.…..1 臨時駐車場

病室のお問い合わせ

正面受付または救●_時 間外受付で
お尋ねください。

救急時間外受付
17時 以降及び土・日・祝・祭日 ☆」R関西本線 奈良線 学研都市線…JR木 津駅下車 1分

☆ 近鉄京都線… 近鉄山口川駅―バス(本津駅方面)10分

近鉄祝園駅⇒乗換え⇒」R学研都市線

R160′ヽイ′ヽス

ご面会のみなさまへ

小さいお子さま同伴でのご面会は

ご遠慮ください。

公立 山城病院
〒0190214京 都府相楽郡木津町大字木津小字池田

フ4番地の1

Te1 0774-72-0205/Fax 07,4-'2-2155

ホームページ httpノ/www yamash″o hp,p

秋冷の候となり、大好きな秋桜の花が咲きました。
コスモス寺(般若寺)まで秋桜を愛でに一足延ばしてみませんか
秋桜が庭一面に咲き誇りとても美しい境内で、日ごろの疲れを
癒してみませんか。コスモス寺(般若寺)は東大寺の北側に位置


